
文教・警察常任委員会 県外行政調査

１ 調 査 日 平成25年11月６日（水）～８日（金） 

２ 調査の概要

11月６日（水）

（１）熊本県立装飾古墳館分館 歴史公園鞠智城・温故創生館（熊本県山鹿市）

熊本県立装飾古墳館分館 歴史公園

鞠智城・温故創生館は、７世紀後半に

大和朝廷が築いた山城の鞠智城跡に

あり、復元建物の展示とともに、古代

史を体験的に学習できる歴史公園と

して平成14年度に開館した。

鞠智城跡は、熊本県が昭和42年度か

ら行った発掘調査により、八角形建物

跡をはじめとする貴重な遺構が相次

いで発見され、これらに基づき、平成

６年度から建物の復元や歴史公園の

整備が進められてきた。なお、平成15年度には、続日本(しょくにほん)紀(ぎ)など国

の歴史書にも記載のある全国有数の重要遺跡として、国史跡に指定されている。

このことから、文化財保護や教育普及活動における今後の施策の参考とするため、

施設の概要および運営状況について調査を行った。

（２）熊本県立装飾古墳館本館（熊本県山鹿市）

熊本県立装飾古墳館本館は、国史跡

に指定されている岩原古墳群の一角に

あり、出土された副葬品や装飾古墳の

レプリカ等の展示とともに、様々な古

代体験ができる参加型の博物館として

平成４年度に開館した。

当該施設は、勾玉や管玉等の古代ア

クセサリーづくり、銅鏡づくり、縄文

の布づくり、古代絵画などの体験教室

が充実している。また、博物館の建物

は、単なる展示のためだけでなく、古墳群が一望できる構造となっている。なお、この

建物は、熊本県が昭和

63年から進めている建築文化事業「くまもとアートポリス」の一環として、安藤忠雄氏

の設計により建築されている。

このことから、文化財保護や教育普及活動における今後の施策の参考とするため、施

設の概要および運営状況について調査を行った。



11月７日（木）

（３）福岡県警察本部（福岡県福岡市）

街頭防犯カメラの設置は、犯罪発生

時の早期解決、犯罪の抑止、住民の安

心感などに効果が大きく、民間や自治

体等でもその設置が進んでいるが、福

岡県では警察本部自らがカメラを設

置し、運用している。

平成24年１月１日から福岡市博多

区中洲周辺地区で42台のカメラを、平

成25年１月25日から北九州市小倉北

区堺町地区で20台を、北九州市八幡西

区黒崎地区で10台を運用開始し、設置箇所にステッカーや電柱幕で明示することによ

り犯罪の抑止や住民の安心感の醸成を図るとともに、事件や事故の捜査等への活用が

なされている。

このことから、警察活動における今後の施策の参考とするため、運用方法や成果に

ついて調査を行った。

（４）長崎県議会（長崎県長崎市）

長崎県では、第37回全国高等学校総合

文化祭（2013長崎しおかぜ総文祭）が、

平成25年７月31日から８月４日までの

日程で開催された。全国高等学校総合文

化祭は、各都道府県代表の高校生による

芸術文化活動の祭典で、全国から約２万

人の高校生が集まる「文化部版のインタ

ーハイ」とも呼ばれている大会である。

滋賀県でも、この大会が、平成27年に第

39回全国高等学校総合文化祭（2015滋賀

びわこ総文）として開催されることが決まっている。

このことから、滋賀県における全国高等学校総合文化祭の開催に向けた取組の参考とす

るため、長崎県でのこれまでの取組や開催状況について調査を行った。

また、長崎県では、「心豊かな長崎っ子」の育成を目的に、全ての公立学校が毎年５月

から７月の間の１週間を「長崎っ子の心を見つめる」教育週間として、道徳や心の教育に

かかる授業を保護者や地域住民に公開するとともに、保護者や地域住民との交流を図る活

動が行われている。なお、本年度の重点目標には、「いじめのない学校づくりに向けた校

内の指導体制の確立、家庭・地域・関係機関との連携強化等」や「規範意識の高揚および

マナーの向上」が取り上げられた。

このことから、滋賀県における今後の教育活動の参考とするため、事業の概要について

調査を行った。



11月８日（金）

（５）長崎県立総合運動公園（長崎県諫早市）

長崎県では、第69回国民体育大会

（2014長崎がんばらんば国体）が、平

成26年10月12日から10月22日までの

日程で開催されることとなっており、

平成25年５月からリハーサル大会が

実施されている。

長崎県での国民体育大会は、昭和44

年の第24回大会から45年ぶりの開催

で、平成13年に開催内々定となり、平

成17年に準備委員会が設置され、現在

まで準備が進められている。なお、開

会式および閉会式を実施する主会場は、平成19年に諫早市にある長崎県立総合運動公園陸

上競技場とすることが決定され、平成23年３月に建替え整備工事を着工、平成25年３月か

ら供用開始されている。

滋賀県での平成36年の第79回国民体育大会の開催が内々定されたことから、開催に向け

た取組の参考とするため、長崎県でのこれまでの取組、課題等について調査するとともに、

主会場の施設概要について調査を行った。


